
増
資
方
式
の
歴
史

小

林

和

子

は
じ
め
に

新
聞
を
読
ん
で
い
て
、
時
お
り
、
眼
を
疑
う
よ
う
な
表

現
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
二
日
に
、
東
京
証
券
取
引
所
が

﹁
既
存
の
株
主
に
損
失
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
上
場
企
業

に
新
た
な
資
金
調
達
の
方
法
を
促
す
﹂
と
発
表
し
た
と
い

う
日
本
経
済
新
聞
の
記
事
︵
二
三
日
付
︶
で
、
続
く
解
説

の
表
現
に
驚
か
さ
れ
た
。

﹁
株
主
割
当
増
資
﹂
と
呼
ぶ
手
法
で
、
既
存
の
株
主
に

新
株
予
約
権
を
無
償
で
割
当
て
る
仕
組
み
だ
、
と
い
う
文

章
は
ま
あ
よ
い
。
﹁
と
呼
ぶ
手
法
﹂
の
部
分
に
ひ
っ
か
か

り
は
す
る
が
眼
を
つ
ぶ
ろ
う
。
問
題
は
、
﹁
ほ
か
の
増
資

と
の
違
い
は
﹂
と
い
う
小
見
出
し
の
解
説
で
、
こ
の

﹁
﹁
株
主
割
当
増
資
﹂
は
海
外
で
は
一
般
的
だ
が
、
日
本
で

は
ま
だ
新
し
い
﹂
、
と
い
う
文
章
だ
。
﹁
株
主
割
当
増
資
﹂

こ
そ
が
、
増
資
の
主
流
で
あ
っ
た
時
代
を
知
る
も
の
に

は
、
ど
う
に
も
違
和
感
が
あ
る
。
一
〇
〇
年
も
前
の
話
で

は
な
い
。
た
か
だ
か
三
〇
年
前
の
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て

い
る
の
か
。
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戦
後
の
増
資
方
式
の
変
遷

公
開
企
業
に
と
っ
て
増
資
は
企
業
成
長
の
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
公
開
の
意
義
が
市
場
を
活
用
し
た
増
資
の
魅
力

に
あ
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、
日
本
で

公
募
増
資
が
主
流
に
な
っ
た
の
は
た
か
だ
か
一
九
八
〇
年

代
以
後
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
株
主
割
当
増
資
が
圧
倒
的

に
大
き
か
っ
た
。

ま
ず
は
少
々
長
い
眼
で
見
て
み
よ
う
。
後
掲
の
表
で
、

一
九
五
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
五
五
年
に
亘
る
全

国
証
券
取
引
所
上
場
会
社
の
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
の
額

と
方
法
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

一
つ
は
、
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
額
は
ま
っ
た
く
リ
ニ

ア
ー
に
は
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
、
二
つ
は
公
募
も
第
三

者
割
当
も
か
な
り
古
く
か
ら
存
在
し
た
が
、
伸
張
し
た
の

は
戦
後
も
後
半
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
は
新
株
予
約
権
の
権

利
行
使
は
登
場
し
た
の
は
遅
い
が
よ
く
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
表
に
掲
載
し
な
か
っ
た
年
次
の
数

字
も
含
め
て
、
少
し
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

後
に
見
る
よ
う
に
、
戦
前
期
の
商
法
で
は
、
一
株
の
最

低
金
額
︵
額
面
︶
を
原
則
と
し
て
五
〇
円
に
定
め
、
そ
の

四
分
の
一
か
ら
の
払
込
み
を
認
め
た
が
、
戦
後
の
商
法
改

正
︵
一
九
五
〇
年
︶
で
は
授
権
資
本
方
式
を
と
り
、
資
本

金
の
四
倍
ま
で
の
授
権
資
本
額
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
こ
の
時
の
改
正
は
他
に
無
額
面
制
度
の
採
用
、
株
式

の
自
由
譲
渡
性
の
確
立
な
ど
も
含
め
画
期
的
で
あ
り
、
翌

五
一
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
商
法
改
正
が
直

ち
に
株
式
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
戦
後
数
年
間
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
は
激
し
く
、
終
戦
時
の
一
〇
〇
円
は
一
九
四
九
年
に

は
一
円
の
価
値
し
か
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
新
し

く
生
産
さ
れ
る
商
品
は
日
に
日
に
価
格
を
上
げ
た
が
、
戦

前
期
に
発
行
さ
れ
た
株
式
は
額
面
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
大

増資方式の歴史
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企
業
は
特
別
経
理
会
社
と
し
て
損
失
計
上
で
減
資
し
た

り
、
集
中
排
除
法
で
数
社
に
分
割
さ
れ
た
り
で
、
資
本
金

が
減
少
し
た
例
も
多
か
っ
た
ろ
う
。
四
分
の
一
、
二
分
の

一
、
四
分
の
三
各
払
込
み
の
新
株
の
次
の
払
込
み
を
徴
収

し
よ
う
と
し
て
も
、
現
株
主
が
没
落
し
た
り
、
金
融
資
産

の
激
し
い
減
価
に
よ
る
資
金
不
足
で
、
応
じ
ら
れ
な
い
と

い
う
実
情
も
あ
っ
た
。
保
有
株
式
を
売
ろ
う
に
も
、
取
引

所
市
場
は
閉
鎖
中
、
暗
黙
に
公
認
さ
れ
た
場
外
市
場
で
あ

る
集
団
取
引
市
場
で
は
、
そ
れ
な
り
の
取
引
は
あ
っ
た

が
、
株
価
は
せ
い
ぜ
い
額
面
の
二
～
三
倍
に
止
ま
っ
た
。

し
か
も
、
取
引
所
市
場
が
再
開
さ
れ
た
半
年
後
に
は
最
初

の
市
況
不
振
が
訪
れ
た
。
復
興
の
た
め
に
至
急
に
資
金
を

必
要
と
し
た
企
業
が
、
戦
時
期
に
固
め
ら
れ
た
銀
行
と
の

関
係
を
活
用
し
て
融
資
を
受
け
る
方
向
に
傾
斜
し
た
の
は

当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。

戦
後
復
興
期
の
混
乱
が
収
ま
る
と
、
株
式
市
場
に
よ
る

資
金
調
達
に
も
目
が
向
く
。
高
度
成
長
期
に
入
れ
ば
、
す

で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
の
強
力
な
関
係

が
あ
っ
て
も
資
金
調
達
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
な
る
と
、
戦
前
期
以
来
の
株
主
割
当
額
面
発
行
に
慣

れ
た
市
場
は
ま
ず
は
こ
の
方
法
で
資
金
調
達
を
始
め
た
。

公
募
や
第
三
者
割
当
は
あ
っ
て
も
ご
く
僅
か
で
、
公
募
の

金
額
が
株
主
割
当
を
初
め
て
上
回
っ
た
の
は
一
九
七
二
年

で
あ
っ
た
。
第
三
者
割
当
が
株
主
割
当
を
上
回
っ
た
の
は

さ
ら
に
一
〇
年
遅
れ
て
一
九
八
三
年
で
あ
る
。
一
九
七
二

年
以
前
の
株
主
割
当
全
盛
時
代
に
、
株
主
割
当
が
最
高
金

額
と
な
っ
た
の
は
第
一
次
高
度
成
長
の
最
中
、
一
九
六
一

年
で
、
資
金
調
達
の
金
額
の
八
八
・
七
％
、
件
数
で
六

六
・
九
％
に
達
し
た
。
一
件
あ
た
り
の
調
達
額
は
一
三
・

六
億
円
で
、
公
募
の
三
・
六
億
円
、
第
三
者
割
当
の
〇
・

八
億
円
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。
株
主
割
当
こ
そ
が
増
資

の
王
道
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
個
別
企
業
の
例
を
見
る
な
ら

ば
、
成
長
産
業
の
中
の
成
長
企
業
で
あ
っ
た
松
下
電
器
産

業
︵
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
︶
な
ど
は
増
資
に
継
ぐ
増
資
の
大
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半
を
株
主
割
当
で
行
い
、
さ
し
も
の
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
松

下
幸
之
助
で
さ
え
手
持
ち
資
金
で
は
応
じ
き
れ
ず
、
持
株

を
売
り
つ
つ
新
た
な
増
資
払
込
み
に
応
じ
た
と
い
わ
れ

る
。
高
度
経
済
成
長
で
株
価
が
上
昇
し
て
い
た
と
き
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
五

二
～
六
三
年
の
一
二
年
間
で
同
社
の
資
本
金
は
ほ
ぼ
九
倍

増
と
な
っ
た
。
六
三
年
以
後
は
景
気
の
不
振
で
、
六
八
年

五
月
の
株
式
配
当
ま
で
、
ほ
ぼ
五
年
間
、
増
資
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

株
主
割
当
額
面
増
資
は
日
本
市
場
の
伝
統
的
な
増
資
方

法
で
あ
り
、
増
資
の
王
道
で
は
あ
っ
た
が
、
第
一
次
高
度

経
済
成
長
の
過
程
で
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
出
て
き
た
。
資

金
調
達
を
行
う
企
業
の
側
に
し
て
み
れ
ば
、
市
場
で
自
社

の
株
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
額
面
で
し
か
資
金
調

達
で
き
な
い
。
株
主
割
当
に
応
じ
る
現
株
主
に
し
て
み
れ

ば
、
応
じ
ら
れ
れ
ば
額
面
で
入
手
し
た
も
の
を
時
価
で
売

却
す
れ
ば
確
実
に
相
当
な
利
益
を
獲
得
で
き
る
。
し
か
し

増資方式の歴史
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相
次
ぐ
増
資
に
応
じ
ら
れ
る
資
力
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
ず
、
無
け
れ
ば
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。
新

株
引
受
権
の
譲
渡
を
認
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
引
受
申
込

み
の
な
か
っ
た
株
式
は
失
権
株
と
な
り
、
証
券
会
社
が

扱
っ
て
市
場
で
公
募
に
回
さ
れ
た
。
発
行
市
場
の
仲
介
者

と
し
て
の
証
券
会
社
に
し
て
み
れ
ば
、
株
主
割
当
額
面
発

行
で
は
﹁
発
行
価
格
の
判
断
﹂
と
い
う
増
資
の
要
に
ま
っ

た
く
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
失
権
株
の
売
却
を
扱
う

し
か
仕
事
が
無
い
。
何
よ
り
も
市
場
全
体
と
し
て
、
流
通

市
場
の
時
価
が
発
行
市
場
の
価
格
に
何
に
も
関
係
を
持
た

な
い
と
い
う
奇
妙
な
市
場
の
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
同
じ

株
式
が
、
発
行
市
場
商
品
と
し
て
と
、
流
通
市
場
商
品
と

し
て
で
は
、
完
全
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
額
面
と
時
価
の

乖
離
は
そ
の
ま
ま
発
行
企
業
の
不
利
、
十
分
な
資
金
を
持

つ
株
主
の
有
利
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
因

み
に
、
上
場
株
式
の
額
面
の
圧
倒
的
多
数
は
五
〇
円
で
あ

り
、
戦
後
商
法
改
正
で
可
能
に
な
っ
た
五
〇
〇
円
、
五
〇

〇
〇
円
な
ど
の
額
面
は
ご
く
少
数
派
で
あ
っ
た
。
当
初
は

五
〇
〇
円
、
五
〇
〇
〇
円
と
定
め
て
も
、
後
に
五
〇
円
に

戻
す
例
も
多
か
っ
た
。
価
格
形
成
の
上
で
、
市
場
の
多
数

派
五
〇
円
額
面
に
は
非
常
に
強
い
魅
力
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
他
方
で
、
単
純
平
均
株
価
︵
総
平
均
︶
は
ピ
ー
ク
時

の
一
九
六
一
年
で
二
九
一
・
一
七
、
証
券
恐
慌
前
後
の
一

九
六
五
年
で
も
九
九
・
五
六
で
あ
る
。

ま
た
、
現
株
主
に
対
し
て
額
面
割
当
で
新
株
引
受
権
を

与
え
る
に
際
し
て
、
満
額
の
五
〇
円
で
割
当
て
る
の
で
は

な
く
、
四
五
円
、
四
〇
円
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
六
円
な

ど
で
割
当
て
、
差
額
を
無
償
交
付
と
し
て
企
業
内
部
の
資

金
を
資
本
組
入
れ
に
当
て
る
株
主
優
遇
が
し
ば
し
ば
行
わ

れ
た
。
株
主
割
当
の
金
額
に
対
す
る
無
償
交
付
の
比
率
は

一
九
五
五
～
一
九
六
五
年
の
平
均
で
一
六
％
に
達
し
た
。

公
募
も
少
な
い
と
は
い
え
一
九
五
九
年
か
ら
増
え
始

め
、
一
九
六
一
年
に
は
第
一
次
高
度
経
済
成
長
期
の
ピ
ー

ク
を
形
成
し
た
。
し
か
し
独
立
し
た
公
募
は
少
な
く
、
多
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く
は
株
主
割
当
に
並
行
し
て
付
随
的
に
行
わ
れ
、
株
数
も

少
な
く
、
時
価
で
は
な
く
額
面
発
行
で
あ
っ
た
。
増
資
に

際
し
、
現
株
主
に
限
ら
ず
、
一
般
投
資
家
に
一
部
の
機
会

を
与
え
は
し
た
が
、
額
面
を
超
え
た
価
格
で
の
発
行
は
投

資
家
側
に
は
不
利
で
あ
り
、
い
ま
だ
市
場
に
は
受
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
公
募
の
ピ
ー
ク
時
、
一
九
六
一

年
は
ま
た
株
主
割
当
の
ピ
ー
ク
で
も
あ
り
、
後
者
に
対
す

る
前
者
の
比
率
は
約
一
四
％
に
過
ぎ
な
い
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
第
二
次
高
度
経
済
成
長
期
が
こ

の
状
態
を
転
換
さ
せ
た
。
株
価
の
絶
対
的
レ
ベ
ル
が
高
く

な
る
に
つ
れ
、
固
定
的
な
額
面
と
の
乖
離
は
大
き
く
な

る
。
[
時
価
マ
イ
ナ
ス
額
面
]
の
差
額
は
現
株
主
、
そ
れ
も

資
金
力
に
余
裕
の
あ
る
大
株
主
や
、
機
関
投
資
家
に
帰
属

す
る
こ
と
が
明
白
に
な
り
、
発
行
企
業
の
側
か
ら
疑
問
が

出
る
と
共
に
、
学
者
、
行
政
の
側
か
ら
も
﹁
先
進
国
市
場

に
倣
う
べ
し
﹂
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。
保
険
会
社
な
ど

大
機
関
投
資
家
か
ら
は
当
然
に
異
論
が
出
た
が
、
新
た
に

増
資
発
行
に
参
加
で
き
る
機
会
を
得
た
市
場
の
一
般
投
資

家
か
ら
は
異
論
が
出
よ
う
は
ず
も
無
か
っ
た
。
当
然
、
発

行
企
業
と
非
﹁
現
株
主
﹂
の
側
が
勝
っ
た
の
で
あ
る
。
公

募
増
資
は
一
九
六
九
年
か
ら
増
大
し
、
一
九
七
六
年
以
後

は
独
走
体
勢
に
入
っ
た
。

株
価
の
面
で
は
バ
ブ
ル
経
済
の
絶
頂
期
は
一
九
八
九
年

で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
同
年
が
、
株
式
に
よ
る
資
金
調
達

額
の
ピ
ー
ク
を
形
成
し
、
公
募
増
資
は
現
在
に
至
る
ま
で

の
最
高
額
を
記
録
し
た
︵
五
兆
八
三
〇
二
億
円
︶
。
い
わ

ば
公
募
増
資
の
黄
金
時
代
で
あ
る
。
昨
二
〇
〇
九
年
に
は

公
募
増
資
が
激
増
し
た
が
、
そ
れ
で
も
五
兆
円
に
は
達
し

て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
こ
の
一
九
八
九
年
に
、
新
株

予
約
権
の
権
利
行
使
に
よ
る
資
金
調
達
額
も
同
様
に
現
在

に
至
る
ま
で
の
最
高
額
を
記
し
た
こ
と
で
あ
る
。
新
株
予

約
権
の
権
利
行
使
は
よ
う
や
く
一
九
八
二
年
か
ら
顔
を
出

し
、
八
〇
年
代
の
株
価
上
昇
と
共
に
顕
著
な
増
大
を
見
せ

て
、
七
～
八
年
で
ピ
ー
ク
に
到
達
し
た
。
株
価
が
反
落
に

増資方式の歴史

─ 99 ─



証券レビュー 第50巻第６号

─ 100─

2008

62662218723855354966812009

株主割当 公募 優先株式 第三者割当
新株予約権

の権利行使
計年

14546−2006

214231716684181554629802007

142012414101643734191

6242141057544442004

3093718198101143126661422005

26933164747366003
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87253726304−39996941986

30130107371092−1393743631987

4782313090

13471983

104316556585983509081984

85911372334−505718261985

−1396249351981

13493242053001072522371982

80173031651−4715

−82−221577131975

10520−808−88089031980

19264−366

1960

1173−26−111451965

6812−51−138053801970

10011

株式による資金調達額（全国証券取引所上場会社） （億円）

647−1−46411955
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[出所]東京証券取引所『東証要覧』



転
じ
る
と
当
然
な
が
ら
減
少
し
た
が
、
そ
の
落
込
み
は
九

〇
年
を
除
い
て
公
募
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
か
っ
た
。
と
は
い

え
、
市
況
不
振
が
長
引
く
と
そ
の
影
響
を
じ
ん
わ
り
と
受

け
、
二
〇
〇
〇
年
以
後
は
余
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

優
先
株
式
は
制
度
と
し
て
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
一
九

九
三
年
ま
で
は
利
用
が
少
な
か
っ
た
。
優
先
配
当
金
額
や

普
通
株
転
換
価
格
を
い
ち
い
ち
株
主
総
会
で
決
め
、
定
款

に
書
き
込
む
な
ど
、
手
続
き
が
煩
瑣
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
一
九
九
一
年
に
は
商
法
改
正
で
簡
単
に
発
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
株
価
が
悪
く
、
過
去
の
発
行
例

が
少
な
く
て
感
触
が
つ
か
め
ず
、
ま
た
普
通
株
よ
り
も
上

乗
せ
配
当
が
必
要
な
ら
コ
ス
ト
高
と
な
る
た
め
、
発
行
見

送
り
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
大
蔵
省
が
都
銀
に
発
行
を
促

し
、
一
九
九
四
年
三
月
に
さ
く
ら
銀
行
︵
現
・
三
井
住

友
︶
を
第
一
号
と
し
て
、
以
後
は
恒
常
的
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ピ
ー
ク
は
一
九
九
九
年
の
七
兆
円
超

で
、
こ
の
金
額
は
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
方
法
五
種
類
を

通
し
て
今
日
ま
で
の
年
間
最
高
金
額
で
あ
る
。
し
か
し
、

内
容
は
大
手
金
融
機
関
に
対
す
る
公
的
資
金
の
注
入
が
政

府
の
優
先
株
式
引
受
け
の
形
式
を
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、

自
由
市
場
に
お
け
る
発
行
企
業
の
自
由
な
選
択
の
結
果
、

こ
う
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
に
よ
る
引
受
け
は
時

価
に
関
わ
ら
ず
一
〇
〇
〇
円
、
二
〇
〇
〇
円
、
三
〇
〇
〇

円
と
高
値
で
、
株
数
も
億
株
単
位
で
あ
っ
た
。
一
部
の
金

融
機
関
は
優
先
株
と
第
三
者
割
当
を
並
行
し
て
採
っ
た
。

一
九
九
九
年
は
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
額
の
合
計
が
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
が
、
そ
の
大
き
な
理
由
も
こ
の
優
先
株
式
発

行
に
あ
っ
た
。
次
に
見
る
第
三
者
割
当
も
こ
の
年
に
ピ
ー

ク
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ブ
ル
株
価
絶
頂
期
の
一
九
八

九
年
に
は
、
公
募
と
新
株
予
約
権
の
権
利
行
使
が
ピ
ー
ク

と
な
っ
て
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
額
全
体
を
押
し
上
げ
、

一
〇
年
後
の
金
融
機
関
救
済
時
の
一
九
九
九
年
に
は
優
先

株
式
と
第
三
者
割
当
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
同
様
に
全
体
を

押
し
上
げ
、
今
日
ま
で
の
最
高
額
を
記
録
さ
せ
た
の
で
あ
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る
。最

後
に
第
三
者
割
当
も
、
株
主
割
当
と
同
じ
く
伝
統
的

な
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
の
方
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
件

数
も
調
達
金
額
も
少
な
く
、
恒
常
的
に
一
〇
〇
〇
億
円
を

超
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
八
七
年
以
後
で
あ
る
。
第

三
者
イ
コ
ー
ル
縁
故
者
と
は
い
え
な
い
が
、
古
く
は
株
主

の
中
の
特
定
の
も
の
に
新
株
引
受
権
を
付
与
す
る
縁
故
者

割
当
の
側
面
が
強
く
、
一
般
投
資
家
が
ほ
と
ん
ど
入
手
で

き
な
い
私
募
的
な
性
格
を
持
ち
、
新
株
引
受
権
を
付
与
し

て
行
う
不
公
正
な
取
引
の
介
入
を
防
ぎ
得
な
か
っ
た
。
初

め
て
規
制
さ
れ
た
の
は
一
九
八
九
年
で
、
割
当
後
二
年
間

の
譲
渡
制
限
と
割
当
先
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
以

後
、
株
価
下
落
の
過
程
で
、
公
募
の
不
振
を
補
う
方
法
と

し
て
定
着
し
、
優
先
株
式
の
発
行
が
開
始
さ
れ
る
と
、
並

ん
で
中
心
的
な
株
式
発
行
方
式
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年

以
後
で
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
額
が
最
低
を
記
録
し
た
二

〇
〇
〇
年
に
は
、
第
三
者
割
当
の
比
率
が
五
割
を
超
え
た

ほ
ど
で
あ
る
。
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
方
式
の
中
で
も
い

わ
ば
﹁
守
り
﹂
型
、
最
低
限
必
要
な
資
金
調
達
は
第
三
者

割
当
が
引
受
け
て
き
た
と
い
え
る
。

戦
前
期
に
は
増
資
は
稀

戦
後
の
市
場
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
戦
前
期
の

日
本
市
場
で
取
引
の
盛
ん
な
業
種
の
大
き
な
も
の
は
﹁
取

引
所
業
﹂
で
あ
り
、
中
で
も
東
京
株
式
取
引
所
株
式
は
最

大
の
人
気
銘
柄
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
同
じ
東
京
株
式
取

引
所
株
式
に
新
株
と
旧
株
が
あ
り
、
五
〇
円
額
面
満
額
払

込
み
済
み
の
株
式
︵
旧
株
︶
を
親
株
、
一
部
払
込
み
済
み

の
株
式
︵
新
株
︶
を
子
株
と
呼
び
、
新
株
が
人
気
を
集
め

た
時
期
も
長
か
っ
た
。
旧
株
と
新
株
の
払
込
み
額
の
乖
離

が
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
相
当
に
長
く
継
続
し
、
投

資
金
額
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
市
場
人
気
を
生
み
出
す

材
料
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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新
株
が
市
場
に
存
在
し
た
の
は
前
述
の
よ
う
に
商
法
会

社
編
が
新
株
式
発
行
に
あ
た
り
額
面
五
〇
円
以
上
の
場
合

に
は
四
分
の
一
払
込
み
か
ら
認
め
た
た
め
で
あ
る
。
発
行

さ
れ
た
新
株
が
相
当
期
間
に
わ
た
り
新
株
で
あ
り
続
け
た

の
は
、
満
額
払
込
み
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
が
非
常
に
長

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
株
式
の
最
低
五
〇
円

額
面
は
か
な
り
の
高
金
額
で
あ
り
、
事
業
規
模
か
ら
し
て

大
方
の
企
業
は
満
額
募
集
せ
ず
と
も
ス
タ
ー
ト
可
能
で
あ

り
、
次
に
資
金
が
必
要
に
な
る
ま
で
に
も
相
当
の
時
間
が

か
か
っ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
次
回
徴
収
前
に
破
綻
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
商
法
に
定
め
ら
れ
た
株
主
総
会
で

決
定
す
る
新
規
増
資
の
必
要
は
そ
う
そ
う
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
新
株
の
次
回
払
込
み
徴
収
は

現
在
株
主
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
額
面
で
は
な
く
そ
の
分

割
払
い
で
は
あ
る
が
、
実
質
は
株
主
割
当
増
資
で
あ
る
。

株
主
が
徴
収
に
応
じ
な
け
れ
ば
身
ぐ
る
み
剥
が
れ
て
持
っ

て
い
か
れ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
す
で
に
決
定
さ
れ
た
増

資
の
、
一
部
払
込
み
徴
収
で
あ
る
か
ら
、
発
行
企
業
の
側

に
絶
対
的
徴
収
権
限
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

先
に
見
た
東
京
株
式
取
引
所
の
例
を
と
れ
ば
�
�
取
引

所
業
は
製
造
業
な
ど
と
は
性
格
が
異
な
る
が
�
�
一
八
七

八
︵
明
治
一
一
︶
年
創
立
時
資
本
金
二
〇
万
円
、
以
来
一

九
二
〇
︵
大
正
九
︶
年
ま
で
の
約
四
〇
年
に
七
回
の
増
資

を
し
、
そ
の
基
本
は
株
主
割
当
額
面
増
資
、
三
回
目
の
増

資
か
ら
取
引
員
割
当
が
、
五
回
目
か
ら
功
労
者
割
当
が
加

わ
り
、
七
回
目
に
は
公
募
が
追
加
的
だ
が
初
め
て
登
場
し

た
。
因
み
に
、
こ
の
七
回
目
は
二
〇
〇
〇
万
株
か
ら
四
五

〇
〇
万
株
へ
二
・
二
五
倍
の
大
増
資
で
あ
り
、
内
訳
は
株

主
割
当
が
九
九
・
六
％
、
公
募
は
最
も
少
な
く
〇
・
〇
〇

一
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
増
資
は
二
回
と
も
︵
一
九
二

一
、
一
九
三
三
︶
合
併
に
よ
る
も
の
で
、
株
数
と
し
て
も

計
三
〇
〇
万
株
に
過
ぎ
な
い
。
合
併
と
い
っ
て
も
積
極
的

な
新
規
事
業
の
展
開
と
は
い
え
ず
、
不
祥
事
の
事
後
処
理

の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
。
実
際
、
取
引
所
業
の
将
来
性
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が
危
ぶ
ま
れ
た
当
時
、
積
極
的
な
増
資
が
認
め
ら
れ
る
わ

け
も
な
か
っ
た
。
東
株
が
戦
前
期
事
業
の
典
型
例
と
は
い

え
な
い
が
、
株
主
割
当
額
面
増
資
が
中
心
で
公
募
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
は
十
分
に
示
し
て
い
よ
う
。

事
業
会
社
で
は
昭
和
恐
慌
後
の
景
気
回
復
期
か
ら
準
戦

時
体
制
期
に
か
け
て
、
未
払
込
資
本
の
徴
収
を
終
え
て
、

新
規
増
資
に
進
む
、
あ
る
い
は
徴
収
を
終
え
な
い
う
ち
に

第
二
新
株
、
第
三
新
株
の
発
行
に
進
ん
だ
例
も
見
ら
れ

た
。
た
だ
し
、
資
金
統
制
下
で
は
業
種
の
選
別
が
あ
り
、

高
額
の
増
資
に
は
認
可
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら
、
個
別
企

業
に
よ
り
事
情
は
異
な
っ
た
。
一
九
一
七
年
創
立
の
島
津

製
作
所
の
例
で
は
、
当
初
資
本
金
は
一
九
二
三
年
に
満
額

払
込
み
済
み
、
一
九
三
四
年
の
倍
額
増
資
分
は
三
七
年
に

満
額
払
込
み
済
み
、
同
年
の
三
倍
額
増
資
は
三
九
年
に
満

額
払
込
み
済
み
、
四
〇
年
の
倍
額
増
資
は
翌
年
に
満
額
払

込
み
済
み
で
、
す
べ
て
株
主
割
当
額
面
増
資
で
あ
っ
た
。

四
一
年
に
小
さ
な
会
社
を
合
併
し
た
が
、
資
本
金
は
増
額

し
な
か
っ
た
。
公
募
に
よ
る
資
金
調
達
は
な
か
っ
た
。
日

東
紡
績
で
は
一
九
二
三
年
以
来
四
二
年
ま
で
の
間
に
六
回

の
増
資
を
し
た
が
、
一
九
三
七
年
増
資
︵
二
〇
万
株
か
ら

五
〇
万
株
へ
︶
三
〇
万
株
の
う
ち
、
二
〇
万
株
は
株
主
割

当
、
六
万
株
は
功
労
株
、
残
る
四
万
株
の
み
が
公
募
︵
プ

レ
ミ
ア
ム
付
︶
で
、
公
募
は
こ
の
一
例
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。増

資
に
よ
る
企
業
の
成
長

企
業
の
資
金
調
達
は
株
式
の
み
な
ら
ず
、
社
債
に
よ
っ

て
も
、
銀
行
等
か
ら
の
借
入
れ
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
企
業

内
部
の
自
己
資
金
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
。
多
種
多
様

な
資
金
調
達
方
法
の
中
で
特
に
株
式
資
本
を
重
視
し
な
い

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
長
期
の
ス
パ
ン
で
眺
め
る
と

株
式
資
本
の
増
大
過
程
も
な
か
な
か
興
味
深
い
。
基
本
的

に
は
企
業
内
部
で
決
定
さ
れ
た
増
資
に
よ
る
企
業
の
成
長
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が
示
さ
れ
る
が
、
外
部
か
ら
の
強
制
的
な
事
情
も
強
い
瘢

痕
を
残
す
場
合
が
あ
る
。

戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
歴
史
の
長
い
企
業
の
例
を
見
る
。

明
治
末
期
、
一
九
〇
七
年
に
資
本
金
一
〇
〇
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
た
旭
硝
子
は
、
一
九
三
九
年
ま
で
の
三
二
年
間

に
株
主
割
当
増
資
を
六
回
行
い
、
資
本
金
額
は
四
〇
倍
に

な
っ
た
。
戦
時
中
の
企
業
整
備
合
併
で
到
達
し
た
一
億
一

〇
七
九
万
円
は
創
立
時
の
約
一
一
〇
倍
に
な
る
。
戦
後
は

企
業
再
建
整
備
法
に
よ
り
三
分
割
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
に

資
本
金
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
旭
硝
子
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
し
た
。
平
均
し
て
一
〇
〇
倍
の
物
価
上
昇
と
な
っ
た
戦

後
イ
ン
フ
レ
を
経
て
の
こ
の
額
は
企
業
実
態
か
ら
は
著
し

い
過
少
資
本
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
ま
で
は
︵
五
六
年
に

一
回
だ
け
小
額
の
並
行
公
募
の
例
︶
、
基
本
は
株
主
割
当

増
資
と
無
償
増
資
の
並
行
で
資
本
金
は
二
八
八
億
円
ま
で

達
し
た
。
一
八
年
間
で
一
一
五
倍
で
あ
る
。
一
九
七
四
年

か
ら
公
募
が
始
ま
る
が
、
回
数
は
少
な
く
、
現
在
ま
で
に

Ｅ
Ｄ
Ｒ
を
含
め
て
三
回
に
過
ぎ
な
い
。
小
刻
み
の
無
償
増

資
は
何
回
も
行
わ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
株
式
バ
ブ
ル
絶

頂
期
を
経
過
し
た
一
九
九
〇
年
二
月
に
資
本
金
八
五
七
億

六
〇
〇
万
円
、
株
数
一
一
億
六
四
六
八
万
株
に
達
し
、
戦

後
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
四
〇
年
間
で
資
本
金
額
は
約
三
四

三
倍
に
達
し
た
。
そ
の
後
は
二
〇
〇
五
年
に
株
式
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
は
公
募
も
無
償
増
資
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

株
式
に
よ
る
資
金
調
達
の
方
法
が
市
場
全
体
と
し
て
は

多
種
に
及
ん
だ
と
し
て
も
、
個
別
企
業
で
は
必
ず
し
も
全

方
式
を
活
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
旭
硝
子
は
そ
の
一
例

で
あ
る
。
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
旧
来
か
ら
の
株
主

割
当
と
公
募
、
そ
し
て
無
償
増
資
が
肌
に
な
じ
ん
だ
方
式

で
あ
っ
た
。
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
期
に
大
き
く
減
価
し
た
資

本
金
額
を
、
株
主
割
当
増
資
と
社
内
留
保
か
ら
の
無
償
増

資
を
小
刻
み
に
繰
返
し
て
あ
る
程
度
ま
で
回
復
さ
せ
、
市

場
が
﹁
時
価
﹂
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で

公
募
が
決
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
旭
硝
子
は
優
先
株
、
第
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[出所]『旭硝子100年の歩み・資料編』及び『会社四季報』。異なる場合は社史に拠った。

旭硝子の資本異動

戦前

1907.9 創立、資本金100万円、２万株

1916.1 第１回増資100万円、株主割当、資本金200万円、４万株

1918.6 第２増資300万円、株主割当、資本金500万円、10万株

1920.5 第３回増資750万円、株主割当、資本金1250万円、25万株

1934.9 第４回増資750万円、株主割当、資本金2000万円、40万株

1936.6 第５回増資2000万円、株主割当、資本金4000万円、80万株

1939.8 第６回増資125万円、株主割当、資本金4125万円、82万5000株

1942.9 第７回増資64万円、大阪晒粉を合併、資本金4189万円、83万7000株

1944.5 日本化成工業と合併、三菱化成工業に、資本金1億1079万円

戦後

1950 企業再建整備法に基づき、三菱化成工業を旭硝子・日本化成工業・新光レ

イヨンの３社に分割、旭硝子の資本金２億5000万円

1950.6 公開 資本金２億5000万円

1951.5 株主割当増資（１：１）、資本金５億円

1951.12 株主割当増資（１：１）、無償増資（１：１）、資本金15億円

1954.7 株主割当増資（１：１）、資本金31億円

1956.12 株主割当増資（１：0.6）一部公募、無償増資25円、資本金50億円

1960.5 株主割当増資（１：0.6）、無償増資15円、資本金80億円

1962.6 株主割当増資（１：0.8）、無償増資５円、資本金144億円

1964.12 株主割当増資（１：0.5）、資本金216億円

1968.6 株主割当増資（３：１）、無償増資５円、資本金288億円

1974.9 公募増資3000万株、資本金303億8900万円

1975.1 無償増資（１：0.1）、資本金334億7200万円

1977.1 無償増資（１：0.05）、資本金356億7200万円

1977.8 公募増資3500万株（313円）、資本金376億6700万円

1978.1 無償増資（１：0.1）、資本金415億2400万円

1980.7 公募増資3000万株（357円）、資本金444億3800万円

1981.1 無償増資（１：0.05）、資本金472億9700万円、９億4595万株

1981.9 ＥＤＲ3000万株（573円）、資本金490億3900万円、９億8047万株

1983.8 無償増資（１：0.05）、資本金492億4700万円、10億3420万株

1987.8 無償増資（１：0.05）、資本金643億9400万円、11億2215万株

1990.2 資本金857億600万円、11億6468万株

2005.7 交換、資本金904億7200万円、11億8599万株

2010.1 資本金908億7300万円、11億8670万株



三
者
割
当
及
び
新
株
予
約
権
の
権
利
行
使
は
ほ
と
ん
ど
利

用
し
な
か
っ
た
。

む
す
び

冒
頭
の
東
証
の
発
表
は
、
二
〇
〇
九
年
中
に
株
式
に
よ

る
資
金
調
達
が
久
し
ぶ
り
に
増
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
株
主
割
当
が
三
年
続
け
て
僅
か
一
件
に
止
ま
っ
た
こ

と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
年
に
一
件
と
は
初
期
の
優
先
株
式

に
例
が
あ
る
が
、
株
主
割
当
で
は
一
九
九
八
年
に
経
験
し

た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
数
年
の
ゼ
ロ
件
を
含
め
、
四
件

を
越
え
た
年
は
な
い
の
で
、
株
主
割
当
は
い
ま
や
気
息

奄
々
の
状
態
な
の
だ
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
当
の
東
京

証
券
取
引
所
の
規
則
の
厳
し
さ
も
関
連
し
た
。
か
つ
て
の

株
主
割
当
額
面
増
資
の
場
合
に
は
一
株
に
対
し
て
〇
・
〇

五
株
と
い
う
よ
う
な
割
当
て
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
端
株
発

生
へ
の
対
処
が
必
要
だ
っ
た
。
額
面
制
度
が
な
く
な
っ
た

現
在
で
は
額
面
割
当
は
存
在
せ
ず
、
新
株
予
約
権
は
一
対

一
の
割
当
比
率
が
最
低
で
あ
る
。
東
証
の
上
場
規
則
で
も

整
数
株
以
上
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
発
行
企
業
の
側

か
ら
す
る
と
こ
れ
が
縛
り
と
な
っ
て
、
大
規
模
化
し
た
資

本
金
・
株
数
を
対
象
と
す
る
株
主
割
当
は
行
い
に
く
く

な
っ
て
い
た
。
東
証
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
〇
日
か
ら

こ
れ
を
変
更
し
、
新
株
予
約
権
一
個
に
付
き
一
株
以
下
の

割
当
も
可
能
に
し
た
。

か
つ
て
の
株
主
割
当
額
面
増
資
は
、
時
価
が
上
昇
傾
向

に
あ
っ
た
市
場
で
は
株
主
に
非
常
に
有
利
な
方
法
で
あ

り
、
そ
の
故
に
批
判
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
株

主
割
当
増
資
は
ど
う
か
。
予
約
権
を
行
使
す
れ
ば
持
株
比

率
を
維
持
で
き
る
点
で
は
現
在
株
主
に
有
利
で
あ
る
が
、

割
当
価
格
と
割
当
比
率
次
第
で
は
負
担
に
も
な
る
。
時
価

発
行
が
急
進
展
し
た
背
景
に
は
発
行
決
定
か
ら
資
金
入
手

ま
で
の
時
間
が
顕
著
に
圧
縮
さ
れ
た
﹁
合
理
化
﹂
の
側
面

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
で
は
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
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一
号
と
し
て
三
月
に
株
主
割
当
の
新
株
予
約
権
発
行
を
発

表
し
た
タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
の
例
で
は
、
﹁
既
存
株
主
優
遇
﹂

を
掲
げ
、
行
使
価
格
は
二
月
中
の
株
価
の
平
均
の
半
分
よ

り
は
少
し
高
い
。
五
年
前
の
明
星
電
気
の
株
主
割
当
で

﹁
日
頃
ご
支
援
頂
い
て
い
る
株
主
へ
の
優
遇
施
策
と
し
て
﹂

発
行
価
額
を
時
価
の
お
よ
そ
半
分
の
価
額
と
し
た
の
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
過
去
の
中
間
発
行
に
当
る
。
も
っ
と
も

そ
の
後
の
株
価
は
低
落
気
味
で
、
価
格
面
で
は
大
き
な

﹁
優
遇
﹂
に
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ず
、
上
場
さ
れ
た

新
株
予
約
権
の
価
格
も
か
な
り
変
動
が
激
し
い
。
株
主
優

遇
が
ど
こ
ま
で
魅
力
に
な
る
か
、
軽
々
に
判
断
は
つ
け
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

︵
参
考
文
献
︶

﹃
東
証
要
覧
﹄

﹃
東
証
統
計
年
報
﹄

証
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引
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会
﹃
株
式
会
社
年
鑑
﹄

︵
こ
ば
や
し

か
ず
こ
・
当
研
究
所
主
任
研
究
員
︶
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